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本論文は，誘導加熱式炊飯器の内鍋形状について，

従来の円筒形状より熱循環の大きい椀形状の内鍋に

着目し，さまざまな角度から両者の炊飯性能につレi

て比較試験と評価を行い，椀形状の内鍋の有効性を

示した。この椀形状の内鍋は，これまでと同じ絞り

加工では成形できないため，溶湯鍛造法による成形

を試みた。まず，ステンレス鋼とアルミニウム合金

との間に中間層として鉄粉末を焼結することによ

り，高い接合効果を確認した。次に，プラズマ溶射

により中間層として溶射皮膜を形成し，接合力の有

効性を示した。以下に本論文について章ごとにまと

める。第1章では，本論文の背景を述べる。日本人

の‘‘おいしいご飯を食べたい’’という欲求は，おい

しい米を作ることと，おいしく炊ける炊飯器の開発

に拍車をかけた。1955年電気炊飯器が開発されて以

来，おいしいご飯を炊くためにさまざまな研究がお

こなわれ，1988年誘導加熱式炊飯器が開発された。

その後，市場は誘導加熱式炊飯器の占める割合が

50％を越え現在に至っている。ところが，誘導加熱

式炊飯器はおいしさで差別化することを目指してい

たが，顧客の要望に十分満足を与えていなかった。

おいしいご飯を炊くには，米に水を十分吸収させ，

急速に加熱して高温を長時間維持しなければならな

い。また，ご飯の硬さの均一性を高めるためには，

内鍋内の熱循環をさらに促進する必要がある。この

目的を達成するために内鍋形状に着目し，新しい椀

形状の内鍋を開発し従来の内鍋と比較検討する。椀

形状の内鍋は，これまでのタラツド材では成形でき

ないので，あらたに溶湯鍛造法による成形の研究を

進める。第2章では，誘導加熱式炊飯器の構造およ

び動作原理と，この炊飯器に求められる理想的な温

度上昇曲線について述べる。また，この理想的な温

度上昇曲線を目指した新しい内鍋形状に着目し，そ

の特性を計測し評価する。この誘導加熱式炊飯器は，

これまで円筒形状の内鍋を使用してきたので炊飯時

の内鍋内の熱循環が十分でなく，そのために出来上

がりご飯の硬さが不均一で，十分おいしいとはいえ

なかった。そこで，従来の円筒形状の内鍋と椀形状

の内鍋について各部の温度上昇曲線を計測し，同時

に炊き上がりご飯の各部の含水率を確認することに

より両内鍋の特性を比較した。それぞれの内鍋につ

いて対流の観察・シミュレーション・仕上がりご飯

の評価を行い，椀形状の内鍋がかなり理想的な炊飯

状態であることを示すことができた。第3章では，

この椀形状の内鍋を，溶湯鍛造法により成形した経

緯と実験検証について述べる。誘導加熱に必要なス

テンレス鋼は底部分が約3分の1であり，あらかじ

め皿形状にプレス加工して金型に装着後アルミニウ

ム合金の溶湯を流し込み，加圧・凝固して接合する。

ステンレス鋼とアルミニウム合金では熱膨張係数が

約2倍あり，成形しても接合できない。そこで，接

合手段として鉄粉末を焼結した中間層を設けること

に着目した。鉄粉末2種類をそれぞれバインダーと

混ぜてステンレス鋼の内面にスプレーし，乾燥後真
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空炉内 に お い て長時間高温状態で焼結し多くの 空孔

を形成す る ｡ 鉄粉未は
,
粒径 1 0 JJ m に続けて 44 FL

m を 2 層に重ね て 焼結す る こ と に より, 各種熟衝撃

を与えても接合部に破断が起こ らな い こ とを確認で

きた ｡ 第4 章で は, 第 3 章で確立 した中間層 に よる

接合法の 作業工程が多く
,

量産効果があがらな い の

で こ の 工程を簡素化した方法に つ い て 述 べ る ｡ これ

ら の作業 工程と作業時間を約半分 に減らす, 効率 の

よ い 製作法と して溶射に着日した｡ 溶射方式の なか

からプ ラ ズ マ 溶射を選定し, ブ ラ ス ト加工 の 条件お

よび溶射材料 ･ 溶射厚さな どを決め
,

2 層の鉄粉末

と同等の強固な接合力を得る こ とが できた｡ 第5 章

で は
, 結論として 全体を総括 し, 今後の課題に つ い

て 述 べ る｡ 本研究に より, 誘導加熱式炊飯器の椀形

状の 内鍋は, 炊飯加熱時 の 熱循環 にすぐれ ご飯 の 硬

さが均
一

で お い し い と い う結果が得られた｡ ス テ ン

レス 鋼と ア ル ミ ニ ウ ム合金と い う異種金属の接合技

術と して , 鉄粉未を焼結して中間層を形成す る方法

と, さら に プ ラ ズ マ 溶射で中間層を設ける方法に お

い て も接合力の有効性を示す こ とが で きた｡ 今回 の

成果を ふ ま え
,

なお
一

層お い し い ご飯が炊け る炊飯

器を開発し量産効果をあげるため には, あらたな接

合法や材料の研究と, 効率 の よ い 工程の確立が求め

られ る ｡
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